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九
州
大
学
政
治
哲
学
リ
サ
ー
チ
コ
ア
編

「
比
較
社

会
文
化

叢
書

刷

名
著

か
ら
探

る
グ

ロ
ー
バ

ル
化

時
代
の
市
民
像
-

九
州
大
学
公
開
講
座
講
義
録
1

」

(花

書

院

、

二
〇
〇

七

年

、

二

二
九

頁

)

本
書

は
、

二
〇
〇

七
年

に
九
州
大

学

政
治
哲

学

リ

サ
ー
チ

コ
ア
が
実

施

し
た
市

民
公

開
講

座

の
講
義

録

で
あ

る
。
ゲ

ス
ト

一
名

を
含

む
九
名

の
論

者
が

政
治

学

の
名
著

を
採

り

あ
げ

て
、
今

日

の
グ

ロ
ー
バ

ル
化
時

代

に
お

い
て
求

め

ら
れ

て

い
る
市

民
像

を
探
究

し

て

い
る
。

「
ア
リ

ス
ト

テ

レ

ス

『
政
治

学
』

を
読

む
」

(関

口
正
司
)

は
、

現
代

の
市

民
像

に
も
、

共
同
性

や

公
共
性

の
捉

え
方

と
個

々

の
人

間

の
生

の

意
味

と

の
関
連

と

い
う
難

問

が
存
在

し

て

い
る

と
指
摘

す

る
。
そ

し

て
、

ア

リ

ス
ト
テ

レ
ス
の
場
合

、

ポ
リ

ス
の
公
共

性
を

濃
密

に
捉

え
、

そ

れ

を

生

き
甲

斐

と

す

る
市

民

の
意

識

を

与

件

と

す

る

こ
と

が

で
き

た

た

め
、

政
治

的
安

定

の
条
件

の
解

明

に
集

中

す
る

こ
と
が

で

き
た

の
だ

と

主
張

す

る
。

「
福
沢
諭

吉

『
文

明
論

之
概

略
』

を
読

む
」

(佐

伯
啓

思
)

は
、

文
明

を

「
人
民

の
気

風

」
と
捉

え

た
福
沢

が

、
後
進

文

明

の
課

題

は
自

国

の

独
立

で
あ

り
、

そ

の
手
段

と

し

て
西
洋

文
明

の
受

容

が
重
要

だ

と
し

た

こ
と
を
指

摘

す
る
。

そ

し

て
、
文

明
国

に
な

れ
ば

未
開

の
国

を
支

配

し

て
も
良

い
と

し
た
福

沢

の
議
論

は
、
近

代

日
本

の
宿

命

的
な

文
明

の
問

題

を
表

し

て

い
る
と
主

張
す

る
。
そ

の
上

で
、
市

民

社
会

の
形
成

に
よ

っ

て
人
民

が
自
分

の
国
を
守

る
と

い
う
気

風
を
持

つ
こ

と
が
重

要
だ

と
主

張

す
る

。

「
ト
ク

ヴ

ィ

ル

『
ア
メ
リ

カ

の
デ

モ
ク

ラ
シ
ー
」

を

読
む
」

(鏑

木
政

彦

)

は
、

ト
ク
ヴ

ィ

ル
が

「
多
数

の
暴

政
」

と

し
て

の
デ

モ
ク

ラ

シ
ー

の
危

険
性

を

認
識

し

つ

つ
も

、
デ

モ
ク
ラ

シ
ー

の
下

で
自
由

と
安

定

を

確
保

す

る
条
件

と

し

て
地

方
自

治

、
司

法
的

活
動

、
結

社

を
重
視

し

た

こ
と
を
指

摘

す
る
。

そ

の
上

で
、

現
代

人

は
自

由

の
危

機

に
対

し

て
鈍

感

に
な

っ
て
お
り

、
個

人
が
他

者

と

一
緒

に
な

っ
て
自

由

を

つ
く
り

あ

げ

て

い
く
契
機

が

重
要

で
あ

る

と
す

る
。

「
リ

ッ
プ

マ
ン

「
世
論

」
を

読

む
」

(
木
村

俊
道

)

は
、

人
間

は
そ

も

そ

も
非
合

理
的

で
可
謬
的

な

存
在

で
あ

る

と
見
な

し
、
想

像

さ
れ

た

「世

論
」

が

デ

モ
ク

ラ

シ

ー
を
機

能

不

全

に
陥

ら

せ

て

い

る

と
見

な

し

た

リ

ッ
プ

マ
ン

の
議
論

を
紹

介

す

る
。

そ

の
上

で
、

リ

ッ
プ

マ
ン
が
市

民

の
統

治
能

力

に
悲

観
的

で
あ

っ
た
半
面

で
、

ス
テ

レ
オ
タ

イ
プ

や
人
間

の
可

謬

性

の
自

覚

が
、
寛

容

性

や
批
判

精
神

の
育

成

に
重
要

で
あ

る
と

見

な
し

て

い
た

こ
と
を
指

摘

す

る
。

「
ア
ン
ダ

ー

ソ
ン

『
想

像

の
共

同
体
」

を

読
む
」

(
石
田

正
治

)
は
、

ナ

シ

ョ
ナ
リ

ズ

ム
が
、
近

代
的

個

人

に
同

朋
意

識

を
作

り
出

す

こ
と

で
、

民

主
主

義

が

健

全

に
機

能

す

る
た

め

の
基
盤

を
提

供

し

て

い
る

と

す

る
。

そ

の

一
方

で
、
グ

ロ
ー
バ

ル
化
時

代

で
は

「
わ

れ
わ

れ
」

で
は

な
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い

「
彼
ら

」

と

つ
き

あ
う

こ

と
が
不

可
欠

で
あ

る

た
め
、

国
家

が
唯

一

の
帰

属
対

象

で
あ

る
と

す
る
感

情

を
相
対

化

す
る

こ
と

で
ナ

シ

ョ
ナ
リ

ズ

ム

の
排

他
性

を
緩

和

し

て

い
く
可

能
性

を
指

摘

す
る
。

「
ア
ガ

ン

ベ
ン

『
ホ

モ

・
サ

ケ

ル
」

を

読
む
」

(竹

島
博

之

)

は
、

市

民
と

し

て

の
法

的
権

利
を

奪

わ
れ

た

「
例

外
状

態
」

に
属

す

る
人

々
を

指

す

「
ホ

モ

・
サ

ケ

ル
」

と

い
う
古

代

ロ
ー

マ
の
概

念

を
、

ア

ウ
シ

ュ

ビ

ッ
ツ

や
難
民

と

い

っ
た
現
代

政
治

の
分

析

に
適
用

す

る

ア
ガ

ン

ベ
ン

の
議
論

を

紹
介

す

る
。

そ
し

て
、

「
例
外

状
態

に
住

ま
う

難
民

」
を
市

民

の
範

型

と
み

な
し
、

単
な

る
定

住
を

要
件

に
同

等

の
法
権

利

を
与

え

る

こ
と

を
将

来

の

シ
テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

と
す

る
彼

の
構

想

は
、
重

要

な
問

題
を

提
起

し

て

い
る
と

す
る
。

「
フ
ロ
ム

「
自

由

か
ら

の
逃
走

」
を
読

む
」

(
岡

崎
晴

輝
)
は
、

『自

由

か
ら

の
逃

走
』

を
、

我

々

の
デ

モ
ク
ラ

シ
ー

に
潜

む

フ

ァ
シ
ズ

ム

の
危

険

を

、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

自

身

に
よ

っ
て
克

服

す

る
こ
と

を
提

唱
し

た
書

と
し

て
捉

え

る
。
つ
ま
り
、
フ

ロ
ム
は
消
極

的

自
由

だ

け
で

は
孤
独

感
、

無

力

感

に
苛

ま
さ

れ
る
が

、
積

極
的

自
由

を
同

時

に
志
向

す

る

こ
と

に

よ

っ
て

そ
れ

を
克
服

で
き
る

と
主
張

し

て

い
る
と

い
う

の

で
あ

る
。

そ

の
上

で
、

現
代

日
本

社
会

に
宿

る

フ

ァ
シ
ズ

ム

の
契

機

に
対

す

る
自

己

反
省

と
、

自

己
克

服

を
呼

び

か
け

る
。

「
エ
ー

デ

ル

マ
ン

『
政

治

の
象

徴

作
用

』
を

読

む
」

(
大
河

原
伸
夫

)

は
、

直
接

的

に
経
験

さ

れ
な

い
政
治

の
世

界

で

は
、

感
情

を
表

現

し
喚

起

す

る
抽

象
的
言

語

が

「
凝
集

的
象

徴
」

と

し
て
大

き
な

役
割

を
果

た

し
、

政
治

が
心

理
的

満
足

の
手

段

に
な

る
と

し
た

エ
ー
デ

ル

マ
ン
の
議

論
を

紹
介

す

る
。
そ

し

て
、
政

治

の
中

の
抽
象

名
詞

に

つ
い
て
、

そ

の

本
来

の
姿

と
機
能

の
有
無

を
問

う

こ
と

で
、

そ
れ

ら
が
凝

集
的

象
徴

に

な
ら

な

い
よ
う

に
し

、
政

治
を

「
具
体

的

環
境

を
作

り

か
え

る

こ
と
」

に
し

て

い
く
手

段
を

主
張

す

る
。

「
ベ
ネ

デ

ィ
ク
ト

『
菊

と

刀
」

を

読
む
」

(施

光
恒

)

は
、
他

者

を
基

準

と
す

る

「
恥

の
文

化
」

を
持

つ
日
本
人

は
権

威

に
弱

く
同

調
的

で
自

律
的

で
な

い
と
す

る

ベ
ネ
デ

ィ
ク

ト

の
議

論

を
批
判

的

に
検
討

し
、

日

本

で
は
、
多

様

な
他

者

の
視

点

を
内

面
化

す

る

こ
と

で
既

存

の
自

己
を

絶
え
ず

修

正

・
洗
練

し

て

い
く

反
省

能
力

と

し
て

の
自
律

性

の
概
念

が

存
在

し

て
き

た
と
主

張

す
る
。

そ

の
上

で
、
自

律
的

市
民

に
な
る

た
め

に
、

手
持

ち

の
文
化

的
土

壌

を
活

か
す

こ
と

を
提

唱
す

る
。

本

書

の
論
点

は
多

岐

に
わ
た

っ
て

い
る
が
、

一
貫

し

て
窺

え

る
問

題

意
識

は
、

グ

ロ
ー

バ

ル
化

時
代

と
言

わ

れ
る
複

雑

で
拡
大

し

た
現
代

社

会

に
お

い
て
、

限
定

的

な
合
理

性

し

か
持

た

ぬ
可
謬

的
存

在

と
し

て

の

人
間

が
、
い
か
な
る
市

民

と
し

て
デ

モ
ク
ラ

シ
ー

に
貢
献

で

き
る

の
か
、

と

い
う

も

の
で
あ

ろ
う
。
本
書

が
提

示

し
た
幾

つ
も

の
重

要
な
論

点

は
、

理
論

的

で
あ

る
と
同

時

に
実
践

的

で
も

あ
る
。

本
書

は
、

多

く

の
市

民

に
読

ま

れ
る

こ
と

で
、
現

代

日
本

の
デ

モ
ク

ラ

シ
ー

に
貢
献

し

て

い
く

こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う
。

(日

下

渉

)
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